






要約: 1989 年に出生した超低出生体重児の長期予後を 13 施設で調査した。入院した 285

例中、193 例(67.7%)が生存退院したが、このうち 105 例を対象に 6 歳検診を行い、身体

発育、神経学的異常、運動発達、知能発達、行動障害、認知障害、合併症の有無等を調査

した。身体発育は男児 28.6%、女児 26.6%が体重、身長、頭囲のいずれかの発育障害(平均

値-2SD 未満)を示した。神経学的障害は脳性麻庫 13.3%、知能障害(lQ70 未満)は 15.2%で

あったが、軽度障害を含めると 33.3%に何らかの神経学的障害認められた。認知障害とし

ては、視力障害 11.4%、聴力障害 3.8%を認めた。行動異常としては、多動 7.5%、注意集

中障害 6.3%を認めたが、自閉的傾向を示す例はなかった。


